
は
し
が
き

　

Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
に
、
二
つ
の
非
常
に
重
要

な
法
律
（����������

����������
）
を
公
布
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
（������

������
）（
以
下
で
は
Ｓ
Ｅ
と
い
う
）」
に
関
す
る

規
則
（����������

����������
）（�� ��
）������������

�
��������������
で
、
他
の
ひ
と
つ
は
、「
労
働

者
参
加
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
補
充
」
の
た
め
の
指
令

（����������

����������
）����������

�
�������������
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
は
、����������������

�
����������������
あ
る

い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
両
者
は
、
二
〇
〇
一
年

一
一
月
一
〇
日
付
け
Ｅ
Ｕ
の
官
報
（���������

���������
）���������

�
����������
お
よ
び���

���

�� ��
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
規
則
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
発
効
す

る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
七
〇
条
）。
指
令
は
、
遅
く
と
も
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日

に
本
指
令
に
従
う
か
、
ま
た
は
遅
く
と
も
こ
の
時
点
に
労
使
双
方
が
必
要

な
規
定
を
協
定
に
よ
っ
て
導
入
す
る
（
Ｓ
Ｅ
指
令
一
四
条
）
こ
と
を
保
証

す
る
た
め
に
、
必
要
な
法
律
規
定
お
よ
び
行
政
規
定
を
公
布
す
る
こ
と
を

加
盟
国
に
義
務
づ
け
る
。

　

こ
の
二
つ
の
法
律
を
も
っ
て
、
独
自
の
、
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
形

式
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
が
共
同
体
で
は
経
済
に
対
し
提
供
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
つ
い
て
こ
こ
で
説
明
す

る
に
あ
た
り
、
特
別
に
報
告
す
べ
き
こ
と
と
し
て
実
は
非
常
に
多
く
の
こ
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ク
ラ
ウ
ス　

Ｊ．　

ホ
プ
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社

―
―
好
機
到
来
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
も
な
い
―
―早　

川　

　

勝
（
訳
）

翻　
　

訳



八
八

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社�

同
志
社
法
学　

五
六
巻
三
号

　
（
四
二
〇
）

と
が
あ
る
。「
ニ
ー
ス
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
奇
蹟
」
と
は
、
Ｓ
Ｅ
の
問
題
が

突
破
口
を
見
出
し
た
と
き
の
会
議
の
場
所
に
因
ん
で
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
す
ら
非
常
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
し
か

し
、
以
下
で
は
、
二
つ
の
問
題
に
絞
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま

ず
最
初
に
、
規
則
と
指
令
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
、
Ｓ
Ｅ
の
株

式
法
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
。
つ
ぎ
に
、
指
令
が
も
た
ら

し
た
複
雑
な
共
同
決
定
規
制
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
ゼ　

で
私
の
批
判
的
見
解
を
明
ら
か
に
し

１０

て
お
き
た
い
。

第
一
章　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
法
と
共
同
決
定
指
令

１．

設
立

　

Ｓ
Ｅ
の
設
立
は
、
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
五
節
（
設
立
）
に
お
い
て
規

定
さ
れ
、
第
二
条
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
、
四
つ
の
方
式
、
ま
た
は

別
の
方
法
で
数
え
れ
ば
、
五
つ
の
方
式
で
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ａ．

あ
る
加
盟
国
の
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
住
所
と
本
社
を

共
同
体
に
有
す
る
株
式
会
社
は
、
Ｓ
Ｅ
を
合
併
に
よ
っ
て
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
一
項
）。
も
ち
ろ
ん
、
前
提
要
件

は
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
株
式
会
社
の
う
ち
二
個
の
会
社
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
加
盟
国
の
法
律
に
服
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
第
一
七
条
か
ら
三
一
条
に
規
定
が
あ
る
。

ｂ．

株
式
会
社
と
有
限
会
社
は
、（
設
立
、
住
所
お
よ
び
本
社
に
つ
い

て
は
合
併
と
同
じ
要
件
で
）
Ｓ
Ｅ
の
子
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
二
項
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
三
二
条
か
ら

三
四
条
が
規
定
す
る
。

ｃ．

株
式
会
社
と
法
人
は
、（
設
立
、
住
所
お
よ
び
多
国
籍
に
つ
い
て

は
合
併
と
同
じ
要
件
で
）
Ｓ
Ｅ
の
子
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
三
項
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
三
五
条
か
ら
三

六
条
が
規
定
す
る
。

ｄ．

株
式
会
社
は
、（
設
立
、
住
所
に
つ
い
て
は
同
じ
要
件
で
）
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
少
な
く
と
も
二
年
間
、
他
の
加
盟
国
の
法
律
に
服
す
る
子
会

社
を
有
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
（
二
条
四
項
）。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
第
三
七
条
が
定
め
る
。

ｅ．

以
上
の
四
つ
の
場
合
の
設
立
可
能
性
の
ほ
か
に
、
Ｓ
Ｅ
法
は
、
第

五
番
目
の
設
立
可
能
性
を
定
め
る
権
利
を
任
意
に
個
々
の
加
盟
国
に

与
え
て
い
る
。
こ
の
可
能
性
は
、
非
加
盟
国
の
企
業
に
と
っ
て
は
特

に
興
味
が
抱
か
れ
よ
う
。
加
盟
国
は
、
第
二
条
五
項
に
よ
れ
ば
、
本

社
が
共
同
体
に
な
い
会
社
は
、
Ｓ
Ｅ
が
あ
る
加
盟
国
の
法
律
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
、
そ
の
住
所
を
当
該
加
盟
国
に
有
し
、
あ
る
加
盟
国
の



経
済
に
事
実
上
お
よ
び
継
続
的
に
関
係
を
も
つ
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｅ
の

設
立
に
参
加
で
き
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
緩
和
は
、

発
起
会
社
が
そ
の
本
社
を
共
同
体
内
に
置
く
必
要
が
な
い
と
い
う
だ

け
に
す
ぎ
ず
、
大
幅
な
も
の
で
は
な
い
。

２．

適
用
法

　

Ｓ
Ｅ
に
適
用
可
能
な
法
律
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
第
九
条
が
規
定
す

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
」
と
い
う
名
前
か
ら
想

起
で
き
か
つ
関
連
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
は
も
っ

ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
株
式
法
に
服
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
適
用
可

能
な
法
律
に
は
複
雑
な
適
用
の
順
位
が
あ
る
。

ａ．

ま
ず
、
Ｓ
Ｅ
法
は
当
然
に
適
用
さ
れ
る
。
第
九
条
一
項
ａ
の
規
定

が
こ
の
こ
と
を
定
め
る
。

ｂ．

そ
の
つ
ぎ
に
、
個
々
の
Ｓ
Ｅ
の
定
款
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
が
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
認
め
て
い
る
場
合
に

限
ら
れ
る
（
第
九
条
一
項
ｂ
）。

ｃ．

そ
の
ほ
か
に
、
個
々
の
加
盟
国
の
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
こ

れ
は
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
（
第
九
条
一
項
ｃ
）。
つ
ま
り
、
ま
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
関
す
る
特
別
な
国
の
法
律
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
、
国
の
株
式
会
社
に
関
す
る
一
般
的
な
国
の
規
定
で
あ
り
、
最
後

に
、
な
お
適
用
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
、
個
々
の
定
款
法
で

あ
る
。

３．

共
同
決
定

　

Ｓ
Ｅ
に
お
け
る
共
同
決
定
は
、
特
別
な
指
令
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
最
初
に
定
義
規
定
を
定
め
る
（
Ｓ
Ｅ
指
令
二
条
）。
第
二
章

は
、
実
質
的
に
協
議
手
続
き
を
内
容
と
す
る
本
来
の
共
同
決
定
の
規
定
を

定
め
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
交
渉
が
挫
折
し
た
場
合
に
関
す
る
補
充
的

規
定
と
連
結
し
て
い
る
（
Ｓ
Ｅ
指
令
三
条
か
ら
六
条
お
よ
び
七
条
）。
さ
ら

に
、
第
三
章
は
、
特
に
、
黙
秘
、
秘
密
遵
守
、
代
表
機
関
の
就
業
態
様
お

よ
び
労
働
者
の
通
知
な
ら
び
に
労
働
者
代
表
の
保
護
に
関
す
る
若
干
の
規

定
を
定
め
る
。
規
制
の
中
心
的
な
考
え
は
、
広
範
な
企
業
家
的
共
同
決
定

を
放
棄
し
た
く
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
と
そ
の
よ
う
な
労
働
者
の
参
加
を
設
け

た
く
な
い
他
の
加
盟
国
と
の
間
の
妥
協
で
あ
る
。
こ
の
共
同
決
定
の
問
題

こ
そ
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｅ
が
陽
の
目
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で

に
三
〇
年
を
超
え
る
歳
月
を
要
し
た
理
由
で
あ
る
。

４．

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
構
造
と

特
に
一
元
的
シ
ス
テ
ム
と
二
元
的
シ
ス
テ
ム

　

Ｓ
Ｅ
法
は
、
定
款
で
経
営
管
理
（����������

����������
）
に
つ
い
て
二
元
的
度

八
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社�

同
志
社
法
学　

五
六
巻
三
号

　
（
四
二
一
）



九
〇

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社�

同
志
社
法
学　

五
六
巻
三
号

　
（
四
二
二
）

と
一
元
的
制
度
の
い
ず
れ
か
を
企
業
が
選
択
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
（
Ｓ

Ｅ
規
則
三
八
条
）。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
方
式
に
従
い
指
揮
機
関
（
取
締

役
）
と
監
視
機
関
（
監
査
役
）
の
構
築
か
（
Ｓ
Ｅ
規
則
三
九
条
か
ら
四
二

項
）、
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス
の
モ
デ
ル
に
よ
る
統
一
的
な
経
営
管
理
機
関

（
ボ
ー
ド
）
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
四
三
条
か
ら
四
五

項
）。
さ
ら
に
、
規
則
は
、
両
制
度
に
関
す
る
一
連
の
共
通
の
規
定
を
定

め
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
四
六
条
か
ら
五
一
項
）。

５．

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
関
す
る
株
式
法
上
の
そ
の
他
の
規
制

　

Ｓ
Ｅ
法
は
、
そ
の
他
に
は
、
お
そ
ら
く
加
盟
国
の
株
式
法
で
知
ら
れ
て

い
る
多
数
の
こ
と
を
定
め
る
。
列
挙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
と

え
ば
、
最
低
資
本
の
要
件
で
あ
る
（
一
二
〇
万
ユ
ー
ロ
、
Ｓ
Ｅ
規
則
四
条
）。

Ｓ
Ｅ
は
、
商
号
に
「
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
文
言
を
付
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
Ｓ
Ｅ
規
則
一
一
条
）。
第
三
章
第
四
節
は
、
総
会
に
関
す
る
規
定
を
設
け

る
（
五
二
条
か
ら
六
〇
条
）。
第
四
章
は
、
年
度
決
算
と
連
結
決
算
に
関
す

る
規
定
を
定
め
（
六
一
条
か
ら
六
二
条
）、
第
五
章
は
、
解
散
、
清
算
、
支

払
不
能
お
よ
び
支
払
停
止
に
関
す
る
若
干
の
規
定
を
定
め
る
。

６．

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
と
域
内
市
場
に
お
け
る
支
店
開
設
の
自
由

　

Ｓ
Ｅ
の
住
所
は
、
共
同
体
の
中
に
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
Ｓ
Ｅ
の

本
社
が
存
在
す
る
加
盟
国
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
各
加
盟
国

は
、
Ｓ
Ｅ
が
そ
の
住
所
と
本
社
を
同
一
の
場
所
に
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
を
自
己
の
高
権
の
下
で
登
録
し
た
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
七
条
）。
Ｓ
Ｅ
の
住
所
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
移
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
八
条
）。
そ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
既
存

の
株
式
会
社
の
Ｓ
Ｅ
へ
の
組
織
変
更
の
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
（
Ｓ
Ｅ
規

則
三
七
条
三
項
）。
Ｓ
Ｅ
へ
の
従
来
の
組
織
変
更
の
仕
方
に
よ
る
住
所
の
移

転
を
認
め
な
い
理
由
は
、
か
か
る
仕
方
に
よ
っ
て
国
の
保
護
規
定
を
回
避

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

７．

中
小
企
業
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
意
義

　

中
小
企
業
に
対
し
て
な
ん
ら
特
別
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
理
由
書
第
一
三
の
前
文
は
、「
中
小
企
業
が
最
低
資
本

金
の
定
め
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｅ
の
設
立
を
困
難
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
Ｓ
Ｅ
が

十
分
な
財
産
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
に
関
し
保
証
す
る
よ
う
な
最
低
資
本

金
を
確
定
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
Ｓ
Ｅ
規
則
四
条
に
よ
れ
ば
、
最

低
資
本
額
は
一
二
万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。

８．

税
法

　

Ｓ
Ｅ
法
の
前
文
は
、
理
由
書
第
二
〇
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、
税
法
、



競
争
法
、
知
的
財
産
の
保
護
お
よ
び
破
産
法
の
よ
う
な
異
な
る
法
律
分
野

は
、
本
規
則
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
な
い
旨
規
定
す
る
。
こ
の
制
限
は
、
組

織
法
上
の
問
題
だ
け
に
つ
い
て
規
律
し
、
別
の
問
題
、
と
く
に
公
法
や
税

法
の
適
用
は
妨
げ
な
い
と
す
る
株
式
法
に
お
け
る
国
の
配
分
に
相
応
す

る
。

第
二
章　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
関
す
る
テ
ー
ゼ

１　

設
立

テ
ー
ゼ　

１

　

利
用
条
件
は
、
四
つ
の
で
点
あ
ま
り
に
も
狭
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
法

は
、
Ｓ
Ｅ
の
利
用
を
四
種
類
の
設
立
の
種
類
に
制
限
す
る
。
す
な
わ
ち
、

①
合
併
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
設
立
、
②
持
株
会
社
Ｓ
Ｅ
の
設
立
、
③
子
会
社
Ｓ
Ｅ

の
設
立
、
④
既
存
株
式
会
社
の
Ｓ
Ｅ
へ
の
組
織
変
更
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
加
盟
国
の
国
の
株
式
法
は
、
発
起
人
に
契
約
の
自
由
を
正
当
に
認

め
て
い
る
。
株
式
法
の
一
般
的
な
規
定
を
遵
守
す
れ
ば
、
誰
で
も
株
式
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
設
立
準
拠
主
義
）。
実
務
に
お
い
て

は
、
企
業
は
、
四
つ
の
設
立
事
例
に
そ
れ
ぞ
れ
関
心
を
有
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
恐
ら
く
、
合
併
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
の
設
立
が
、
最
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ

よ
う
。
そ
の
次
に
、
持
株
会
社
Ｓ
Ｅ
の
設
立
が
利
用
さ
れ
よ
う
。

　

第
二
の
制
限
は
、
少
な
く
と
も
発
起
会
社
の
二
つ
の
会
社
は
、
異
な
る

加
盟
国
の
法
律
に
服
し
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
要
件
で

あ
る
。
Ｓ
Ｅ
が
国
の
株
式
法
を
競
い
合
わ
せ
う
る
競
争
が
そ
れ
に
よ
っ
て

減
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

第
三
の
制
限
は
、
第
三
国
、
つ
ま
り
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
い
な
い
国
か
ら

進
出
し
た
企
業
に
関
係
す
る
。
先
述
し
た
加
盟
国
の
選
択
を
認
め
る
規
定

（
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
五
項
）
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
Ｓ
Ｅ
を
利

用
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
制
限
は
容
易
に
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
障
害
は
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

最
後
に
、
Ｓ
Ｅ
の
定
款
の
自
由
は
、
法
が
明
文
規
定
を
設
け
て
い
る
場

合
に
だ
け
許
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
制
限
は
、（
定
款
の
作
成
に
関

す
る
）
ド
イ
ツ
株
式
法
二
三
条
五
項
の
規
定
に
相
応
し
て
い
る
が
、
他
の

多
く
の
国
の
対
応
規
定
よ
り
も
狭
い
も
の
で
あ
り
、
発
起
会
社
と
株
主
の

形
成
の
自
由
を
大
幅
に
制
限
す
る
。
立
法
者
が
特
別
な
保
護
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
保
護
は
、
株
式
法
か
、
資
本
市
場

法
も
し
く
は
別
の
法
律
分
野
で
関
る
保
護
を
規
定
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と

考
え
る
。
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２　

適
用
法

テ
ー
ゼ　

２

　

Ｓ
Ｅ
に
適
用
で
き
る
法
律
規
定
の
序
列
は
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
株
式
会
社
に
関
す
る
こ
の
新
し
い
法
形
式
の
魅
力
を
損
な
う
。
し
か

し
、
Ｓ
Ｅ
は
、
企
業
法
務
に
従
事
す
る
者
や
弁
護
士
に
対
し
全
く
新
し

い
、
興
味
あ
る
、
か
つ
利
益
を
も
た
ら
す
分
野
を
開
く
。

　

Ｓ
Ｅ
法
の
実
務
上
の
難
点
は
、
本
当
に
包
括
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
法

を
定
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
加
盟
諸
国
の
株
式
法
上
の
諸

規
定
に
頼
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
法
は
、（
第
一
七
条
お
よ
び
指
令
で

規
定
さ
れ
て
い
る
附
表
を
別
と
す
れ
ば
）
七
〇
か
条
の
規
定
を
有
す
る
に

過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
七
五
年
の
Ｓ
Ｅ
法
草
案
は
、
全
体
で

二
八
四
か
条
の
規
定
を
有
し
て
お
り
、
も
し
附
表
も
入
れ
る
な
ら
、
四
〇

〇
条
以
上
の
規
定
を
定
め
て
い
た
。
た
し
か
に
、
一
九
七
五
年
の
草
案
の

規
定
の
う
ち
若
干
の
規
定
は
、
例
え
ば
年
度
決
算
書
に
関
す
る
規
定
の
よ

う
に
、
別
の
と
こ
ろ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
に
関

す
る
特
別
規
定
の
よ
う
な
、
そ
れ
以
外
の
他
の
規
定
は
、
消
え
て
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

法
源
の
適
用
順
序
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
九
条
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
加
盟
国
の
法
律
規
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
規
定
さ
れ
て
い
な

い
す
べ
て
の
問
題
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
株
式
法
と
国
の
株
式
法
と
の
間
で
複
雑
に
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
も
、
明
確
な
解
釈
と
限
界
付
け
が
相
当
困
難

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
お
そ
ら
く
、
外
国
の
株
式
法
の
指
示
と
厄
介

な
交
錯
状
態
に
結
び
つ
い
た
法
的
不
安
定
さ
は
、
中
小
会
社
が
こ
の
新
し

い
法
形
式
を
選
択
す
る
こ
と
を
し
り
ご
み
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
う
る
で
あ

ろ
う
。

３　

共
同
決
定
の
規
制

テ
ー
ゼ　

３

　

三
〇
年
も
の
間
、
労
働
者
の
代
表
に
対
し
て
腹
立
た
し
い
想
い
を
も
っ

て
争
っ
て
き
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
照
ら
せ
ば
、
指
令
に
定
め
ら

れ
て
い
る
共
同
決
定
問
題
に
関
す
る
妥
協
は
、
一
つ
の
重
要
な
突
破
口
で

あ
る
。

　

共
同
決
定
の
妥
協
で
好
ま
し
い
こ
と
は
、
Ｓ
Ｅ
の
長
年
に
わ
た
る
障
害

が
遂
に
取
り
除
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
株
式
会
社
に
と
っ
て
は
、
新
た
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
形
式
で
あ
り
、
企
業
が
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
協
力
し
、
国
境

を
越
え
た
経
済
活
動
を
か
な
り
容
易
に
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
果
た
し
て
本

当
に
そ
う
な
る
の
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
成
り
行
き
を
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
テ
ー
ゼ
７
か
ら
９
）。



テ
ー
ゼ　

４

　

共
同
決
定
問
題
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
妥
協
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
大

き
な
成
果
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
克
明
に
観
察
す
れ
ば
、
妥
協

を
強
い
ら
れ
た
ド
イ
ツ
お
よ
び
労
働
組
合
に
と
っ
て
は
、
ピ
ュ
ロ
ス
の
勝

利
、
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
犠
牲
を
払
っ
て
得
た
勝
利
と
い

え
る
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
そ
の
こ
と
は
明
白
に
な
る
の
で
あ
り
、
ま

た
、
そ
れ
は
法
制
度
間
競
争
に
関
す
る
一
例
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
共
同
決
定
は
、
ま
っ
た
く
色
々
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。

共
同
決
定
は
、
社
会
的
な
利
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
有
利
さ
が
経
済
的
短
所
を
埋
め
合
わ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
一
致
が
な
く
、
論
争
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
質
的
に

は
、
ま
だ
未
解
決
の
経
験
上
の
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
際

に
、
ド
イ
ツ
以
外
の
別
の
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
や
英
国
か
ら
進
出
し
て
き

た
企
業
は
、
ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
に
尻
込
み
し
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
も
そ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
は
設
立
地

と
し
て
利
点
を
有
し
て
い
る
と
い
う
労
働
組
合
や
こ
の
親
派
の
学
者
の
主

張
は
、
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
完
全
に
現
実
離
れ
し
て
い
る
。
問
題
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
国
家
が
共
同
決
定
の
社
会
的
有
利
さ
の
た
め
に
高
価

な
犠
牲
を
払
う
こ
と
を
準
備
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ド
イ
ツ
の
企
業
は
、
他
の
企
業
、
つ
ま
り
共
同

決
定
に
服
さ
な
い
非
ド
イ
ツ
企
業
と
の
競
争
の
中
で
こ
れ
ら
の
代
償
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
別
の
言
い

方
を
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
Ｓ
Ｅ
の
設
立
の
際
に
、
ス
ペ
イ
ン
企
業
と
ド
イ

ツ
企
業
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぼ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
が
、
共
同
決
定

を
除
け
ば
同
じ
よ
う
な
条
件
（��������������

���������������
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ス
ペ
イ
ン
企
業
に
決
定
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
設
立
、
特
に
二
層
制
と
一
層
制

テ
ー
ゼ　

５

　

Ｓ
Ｅ
の
設
立
を
欲
す
る
企
業
が
将
来
一
層
制
と
二
層
制
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｅ
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
選
択

権
は
、
歓
迎
す
べ
き
進
歩
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
を
設
立
す
る
企
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
型
（
一
層
制
）
に
よ
る
ボ
ー
ド

か
、
ま
た
は
ド
イ
ツ
型
の
取
締
役
と
監
査
役
会
（
二
層
制
）
の
い
ず
れ
か

を
選
択
で
き
る
。
そ
れ
は
、
従
来
若
干
の
加
盟
国
で
は
可
能
で
あ
っ
た
選

択
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
イ
タ

リ
ア
で
は
最
近
採
り
入
れ
ら
れ
た
選
択
制
度
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
は
、
こ
の
選
択
が
将
来
一
般
に
す
べ
て
の
（
国
の
）
株

式
会
社
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
考
慮
す
る
契
機
と
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
選
択
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を
同
国
の
す
べ
て
の
株
式
会
社
の
た
め
に
導
入
す
る
準
備
を
整
え
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
層
制
と
一
層
制
と
の
間
に
す
で
に
今
日
で
は
か

な
り
の
類
似
が
存
在
す
る
と
い
う
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ

ど
、
そ
の
こ
と
自
体
は
正
当
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
問
題
の
本
質

を
つ
い
て
い
な
い
。
ポ
ー
ル
・
デ
ー
ビ
ス
（����������

�����������
）
が
私
の
還
暦

祝
賀
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
（���

��������

�������������
所

収
）、
一
定
の
相
似
に
も
拘
わ
ら
ず
両
者
の
間
に
は
か
な
り
の
差
違
が
存

在
し
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
者
に
お
い
て
も
実
務
家
の
中
に
も
、
い

か
な
る
企
業
に
つ
い
て
い
か
な
る
制
度
が
良
い
の
か
明
確
な
見
解
の
相
違

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
選
択
を
企
業
自
身
に
認
め
る
と
結
論
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
が
本
当
に
市
場
に
沿
う
解

決
で
あ
る
。

５　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
対
す
る
そ
れ
以
外
の
株
式
法
上
の
規
制

テ
ー
ゼ　

６

　

テ
ー
ゼ
５
で
述
べ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
を
別
に
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｅ
法
は
、
会
社

法
に
お
け
る
多
数
の
別
の
問
題
に
お
い
て
は
か
な
り
伝
統
的
（
古
典
的
）

な
会
社
形
式
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
に
関
す
る
妥
協
は
、
時
間
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ロ
ン
事
件

や
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
他
の
国
々
に
お
け
る
企
業
不
祥
事
の
発
生
以
前
に
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
法
は
、
特
に
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
規
制
を
な
ん
ら
有
し
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｅ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
規
制
作
業
は
、
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
加
盟
国
で
こ

れ
か
ら
よ
う
や
く
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　

通
常
の
株
式
会
社
の
（
し
た
が
っ
て
Ｓ
Ｅ
の
外
部
で
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

株
式
法
に
対
す
る
考
慮
は
、
そ
の
間
に
さ
ら
に
非
常
に
進
展
し
た
。
会
社

法
専
門
家
ハ
イ
レ
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
（�����������������������

����������������������������

���
�������

�����������
）
は
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
日
に
欧
州
委
員
会
の
た
め

に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
現
代
の
会
社
法
の
枠
組
み
」
に
関
す
る
包
括

的
な
報
告
書
を
作
成
し
た
。
本
報
告
書
で
行
っ
て
い
る
提
案
は
、
ほ
ぼ
ほ

と
ん
ど
に
つ
い
て
、
欧
州
委
員
会
が
二
〇
〇
三
年
五
月
二
一
日
に
公
表
し

た
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
会
社
法
の
現
代
化
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
改
善
し
進
め
る
べ
き
計
画
」
と
い
う
行
動
計
画
書
を
引
き
継
い
で

い
る
。
行
動
計
画
書
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

委
員
会
が
注
目
し
た
措
置
と
他
の
株
式
法
改
正
は
、
Ｓ
Ｅ
法
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
も
の
よ
り
遙
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

６　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
と
域
内
市
場
に
お
け
る
支
店
開
設
の
自
由

テ
ー
ゼ　

７

　

Ｓ
Ｅ
の
新
法
形
式
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
市
場
の
中
で
支
店
開
設
の
自



由
を
大
幅
に
認
め
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
定
の
制
限
の
下

で
、
国
際
的
合
併
を
実
現
し
、
か
つ
域
内
市
場
の
内
部
に
お
い
て
Ｓ
Ｅ
の

国
境
を
越
え
た
住
所
の
移
転
を
許
す
。

　

こ
こ
に
、
Ｓ
Ｅ
法
が
提
供
す
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
Ｓ
Ｅ
の
主
要
な
意

義
が
存
在
す
る
。
欧
州
裁
判
所
は
、
こ
の
間
に
、
も
っ
と
基
礎
的
な
裁
判

に
お
い
て
、
つ
ま
り
ユ
ー
バ
ー
ゼ
ー
リ
ン
グ
（�����������

�����������
）
お
よ
び

イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
（����������
�����������
）
に
お
い
て
セ
ン
ト
ロ
ス

（�������

�������
）
事
件
判
決
を
引
き
継
い
だ
。
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
ド
イ
ツ
の

事
務
所
所
在
地
説
（�����������

�����������
）
に
つ
い
て
非
常
に
重
要
な
限
界
付
け

を
設
け
た
。
事
務
所
所
在
地
説
は
、
そ
の
妥
当
性
を
も
は
や
Ｅ
Ｕ
の
内
部

で
喪
失
し
、
第
三
国
に
対
し
て
の
み
適
用
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る

者
は
何
人
も
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
事
務
所
所
在
地
説
は
、
会
社
資
本
に

関
す
る
国
の
特
別
な
要
求
、
債
権
者
保
護
お
よ
び
共
同
決
定
を
介
し
て
Ｅ

Ｃ
条
約
の
支
店
開
設
の
自
由
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
い

う
こ
と
に
あ
る
。
欧
州
裁
判
所
の
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
あ
る
加
盟
国
で
設

立
さ
れ
た
企
業
が
別
の
加
盟
国
に
参
入
す
る
こ
と
を
無
制
限
に
認
め
る
。

Ｓ
Ｅ
は
、
選
択
の
た
め
の
重
要
な
理
由
付
け
を
そ
れ
に
よ
っ
て
喪
失
す

る
。

７　

中
小
企
業
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
意
味

テ
ー
ゼ　

８

　

Ｓ
Ｅ
は
、
第
一
義
的
に
重
要
な
、
国
際
的
な
会
社
の
た
め
に
構
想
さ
れ

て
い
る
法
的
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
低
資
本
額
が
比
較
的
低
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｅ
法
は
中
小
の
企
業
か
ら
も
関
心
が
払
わ
れ

る
。

　

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｅ
法
は
、
最
低
資
本
金
額
を
あ
ま
り
高
額
に

設
定
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
中
小
企
業
に
対
す
る
配
慮
を
払
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
で
は
、
経
済
学
お
よ
び
法
律
学
に
お
い
て
も
ま
す

ま
す
、
最
低
資
本
金
の
も
と
も
と
の
意
味
に
疑
念
が
抱
か
れ
て
い
る
。
委

員
会
も
、
行
動
計
画
書
に
お
い
て
、
で
き
る
な
ら
ば
二
者
択
一
制
度
を
承

認
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
基
本
的
に
は
国
の
株
式
法
を
指
示
し
て
い
る
Ｓ

Ｅ
は
、
中
小
企
業
に
対
し
あ
ま
り
に
も
過
大
な
要
求
を
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
中
小
企
業
の
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｅ
は
、
有
限
会
社
の
法
形
式
と
競

争
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
理
由
か
ら
、
中
小
企
業
の
た
め
に
特
別

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
形
式
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社
（�����������

������������

������������������������
������������������������
）
を
創
設
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
形
式
も
欧
州
委
員
会
の
行
動
計
画
書
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い

る
が
、
優
先
順
位
で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
措
置
が
優
位
し
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て
い
る
。

８　

税
法

テ
ー
ゼ　

９

　

税
法
は
、
Ｓ
Ｅ
の
最
も
大
き
な
弱
点
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
将

来
の
発
展
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
短
期
的
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
多
く

の
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

　

税
法
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
多
数
あ
る
設
立
地
（����������������

����������������
）

を
選
択
す
る
際
の
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
逆
に
、
加
盟
国
に
と
っ
て

も
、
企
業
の
進
出
の
取
り
や
め
と
国
か
ら
の
撤
退
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
税
法
の
調
整
お
よ
び
課
税
徴
収
権
に
関
わ
る
そ
の
他
の
展

開
に
よ
っ
て
実
質
的
に
税
金
が
徴
収
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
加
盟
国

は
、
株
式
会
社
の
自
由
な
退
去
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
企
業
が
撤
退
の

際
に
解
散
し
て
、
秘
密
準
備
金
を
取
り
崩
し
、
実
現
利
益
に
つ
い
て
納
税

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
る
。
Ｓ
Ｅ
法
は
、
Ｓ
Ｅ
の
課
税
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
何
も
定
め
て
い
な
い
。
実
務
か
ら
は
、
す
で
に
こ
の
理
由

だ
け
か
ら
で
も
Ｓ
Ｅ
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
　

全
体
的
評
価

１０
テ
ー
ゼ　
　
１０

　

全
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｅ
は
、
株
式
会
社
に
と
っ
て
は
従
来
の
国
の
法
形
式

に
対
す
る
興
味
の
あ
る
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｅ
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
域
内
市
場
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は

Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
一
つ
の
重
要
な
象
徴
を
意
味
す
る
。

　

す
べ
て
の
新
し
い
法
形
式
は
、
企
業
に
対
し
て
補
充
的
な
選
択
可
能
性

を
提
供
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
歓
迎
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

個
々
の
多
数
の
点
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
法
者
が
も
っ
と
勇
気
を
も

つ
こ
と
、
そ
し
て
企
業
は
も
っ
と
多
く
の
自
由
を
望
ん
で
い
る
と
し
て

も
、
そ
の
こ
と
は
、
Ｓ
Ｅ
の
よ
う
に
、
補
充
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
形
式

に
つ
い
て
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
長
年
の
念
願
が
Ｓ

Ｅ
に
よ
っ
て
か
な
え
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
具
体

的
な
法
形
式
を
超
え
て
、
重
要
な
象
徴
的
意
味
を
も
つ
。
Ｓ
Ｅ
法
は
、
欧

州
委
員
会
の
行
動
計
画
と
と
も
に
、
会
社
法
の
領
域
で
非
常
に
意
義
の
あ

る
新
し
い
始
ま
り
で
あ
る
。
行
動
計
画
に
従
い
金
融
市
場
部
門
で
行
わ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
短
期
的
、
中
期
的
、
そ
し
て
長
期
的
に
も
、
企
業
の
た

め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
市
場
へ
の
方
向
に
向
か
っ
た
進
展
と
同
様
の
展
開

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（
追
記
）

　

本
講
演
は
、
同
志
社
大
学
特
別
客
員
教
授
と
し
て
二
〇
〇
三
年
一
一
月
五
日
に
同

志
社
大
学
（
京
都
）
で
行
わ
れ
た
。
本
稿
で
は
講
演
の
形
式
を
維
持
し
て
い
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
関
し
て
は
夥
し
い
数
の
文
献
が
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月

八
日
の
法
律
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
に
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
私
の
報
告
は
、
包
括
的
な
文
献
を
引
用
し
た
論
文
と

し
て
「
企
業
法
お
よ
び
会
社
法
雑
誌
」（������������������������������

���������������������������������

������������������

�����������������������������������������������

�����������������������������������������

�����
）
に
公
表
し

て
い
る
。

（
訳
者
注
）

　

同
志
社
大
学
法
学
部
は
、
二
〇
〇
二
年
度
秋
学
期
に
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
マ
ッ
ク
ス
・

プ
ラ
ン
ク
外
国
法
・
国
際
私
法
研
究
所
所
長
で
あ
る
ホ
プ
ト
教
授
（�����������

��������������

�����������������������������

���������������������������������������������������������������������

�������������������������������������

���������������
������������������

�������������������������������������������������

���������������
）
を
特
別
招
聘
客
員
教

授
と
し
て
招
聘
し
た
。
本
稿
は
、
ホ
プ
ト
教
授
が
二
〇
〇
三
年
一
一
月
五
日
に
大
学

院
生
を
対
象
に
行
っ
た
講
演
（
原
題��������������������������������

�����������������������������������
―

�������������������������

���������������������������
―
）
を
基
に
同
志
社
法
学
へ
の
掲
載
を
依
頼
し
た

も
の
で
あ
る
。
教
授
の
ご
好
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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